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D-ADD部会の目的

• DEOSプロセスの中核をなす、合意記述
データベース（D-ADD）を考案します

• 合意記述のあり方、利用のニーズ、その
重要性を議論します

• IEC62853の4つのプロセスビューにおける、
合意形成プロセスの機能を考案します
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2018年活動概要

• D-ADD部会は、D-ADDの実用的利活用の場を自動車応用部会と
共有し、主たる活動を自動車応用部会同部会と共同で行った

• 自動車産業分野におけるソフトウエア開発の現場ニーズから、
D-ADDを応用した、USDMツールを設計し、同プロトタイプを
考案した

• USDMフォーマットによる要求仕様の記述では、GSNツールと
の相性がよく、GSNプロトタイプを考案した

• USDM＋GSNにて、レビュー駆動を実現すべく、IEC62853のプ
ロセスビューを同プロトタイプ上で実装を開始した
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参考

• 株式会社Symphonyは、独標準化団体であるASAM 
e.v.へ入会し、自動運転評価技術の重要なプロジェ
クトである、OpenSCENARIO開発タスクフォースに
て年間活動することになった

• Symphonyとしては、DEOS、D-ADD技術、IEC62853
を紹介しつつ、 OpenSCENARIO開発プロセスに生
かせるよう、提案する予定である

• 独の自動運転標準化動向について、D-ADD部会に
て、情報を共有化する方針である
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D-ADDをベースにした派生開発向け
USDMツールへの応用

• D-ADDは、PMT-Cモデル構造による、コンテンツの記述と展開、コ
ミュニケーションベースのプロジェクト型ドキュメントシステム

– 合意形成支援機能
– 変化対応業務を支援する差分表示機能
– コメント記述によるレビュー、対話機能

• 自動車制御ソフトウエア開発の現場課題

– 派生開発プロセス
– USDM (Universal Specification Describing Manner) による要求の記述
– 同開発現場へのD-ADDの応用を目指して、D-ADD技術を用いて、USDM
ツールを考案し、プロトタイプを開発した

– 希望団体、個人の同環境の試用をサービスする予定
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USDM形式による記述例
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D-Caseの合意形成支援機能の一例（D-ADD）
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USDM形式をGSNへ変換
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D-ADDによる合意形成ビューを展開
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ツールミンモデルに合意グラフ
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レビュー駆動

• 自動車制御ソフトウエア開発現場でのレビュー駆動を目
指す
– 4つのプロセスビューをすべてレビューで駆動する考え

– レビューに何か書かれたか、議論されたか
• 語彙、文脈、結論、行動、計画を（自動）チェックする
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まとめ

• D-ADD部会は、活動の場を自動車応用部会として、
自動車制御ソフトウエア開発の現場に、DEOS技術
の実用利用を提供していきます

• D-ADD、USDMツール、GSN、IEC62853の4つのプロ
セスビューを統合して、起用環境の整備をおこな
います

• 今回のプロトタイプを自動車応用部会の実験プロ
ジェクトに提供して、現場ニーズの要求に応えて
いく予定です
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